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予約 
ランキング 

予約数の多い本ランキングを紹介

します。こちらを参考に読みたい

本を探すのも一つの方法です。 

 ＼令和４年９月２０日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

図書館俳句ポスト受賞者 

６月俳句ポストへ応募された中から選ばれた

作品です。お題は「衣更（ころもがえ）」。 
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           高瀬 隼子／著 

マスカレード・ゲーム  東野 圭吾／著 

夜に星を放つ      窪 美澄／著 

奇跡           林 真理子／著 

同志少女よ、敵を撃て   逢坂 冬馬／著 

       宮部 みゆき／著 

もう別れてもいいですか  垣谷 美雨／著 

白鳥とコウモリ      東野 圭吾／著 

子宝船 きたきた捕物帖２ 宮部 みゆき／著 

宙ごはん   町田 そのこ／著 
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よって件のごとし 

 三島屋変調百物語八之続  

展示のお知らせ 

期間：令和 4年 10月 1日（土）～10月 27日（木） 

 普段の生活で何気なく使っている「お金」。今回は
そんな知っているようで知らないお金に関わる制度の
仕組みや歴史、使い方や節約の仕方などの、様々な分
野の本を集めてみました。この機会にぜひ「お金」に
ついて考えてみませんか？ 

＜ミニ展示＞ 

期間：令和 4年 10月 1日（土） 

～10月 27日（木） 

＜ラック展示＞ 

「寒さに負けない！ 

秋冬を健やかに過ごす本」 

期間：令和 4年 10月 16日（日） 

～11月 24日（木） 

＜開架展示＞ 

おいしいごはんが 

食べられますように 



 

「氏の翻訳作品に外れなし」と言われるほどの名翻訳家、岸本佐知子さんのエッセイ。極度の

出不精であるのに、それでも気になる場所や土地へ気の向くままに出かけていき、その時感じた

ことや幼少時の郷愁を思い起こしたり、或いは脳裏をよぎる不思議な想像にどっぷりと浸る、読

み手に不思議な感覚を与える 1 冊です。翻訳作品としてはどちらも毛色が異なる『エドウィン・

マルハウス』、『十二月の十日』をお勧めします。 

 

タイトル：「死ぬまでに行きたい海」 

著者：岸本 佐知子 出版社：スイッチ・パブリッシング （2020年 12月） 

タイトル：「ちいさな世界」 

パワースポットとして神社巡りがすっかりブームですが、信仰とあわせて人にはそれぞれの楽し

み方があるようです。この著者の楽しみ方はズバリ狛犬さん。ひと言に狛犬といっても顔や髪形、

ポーズなど地域によって多種多様で、イケメンもいれば、中には犬…なの？と笑ってしまうものも。 

全国を巡り写真・イラストたっぷりに狛犬の魅力を楽しく伝えてくれる１冊です。 

ちなみに本には載っていませんが七飯町の「大沼神社」の狛犬もとても愛嬌があって、本で狛犬

に興味を持った方には必見です。 

 

 

詩・絵 せな けいこ  出版社：ポプラ社 （2022年 3月） 

タイトル：「狛犬さんぽ」 

著書：ミノシマ タカコ   出版社：グラフィック社 （2020年 12月） 

     （2022年 3） 

『ねないこだれだ』『ふうせんねこ』『おばけのてんぷら』などでおなじみの絵本作家、せな   

けいこさんの詩画集です。まずは、綺麗な水色の表紙と 17×17㎝という姿にひとめぼれしました。  

手のひらに収まる感じが『ちいさな世界』というタイトルともぴったり。こっそりのぞき見るよ

うに読みたくなる大きさです。 

もちろん中も素敵で、絵を見て「このねこはあの絵本の子だな？」「この子はあの絵本だったか

な？」と懐かしく思い出しながら、詩と合わせてたっぷり楽しめました。 

みなさんもぜひ手にとって、“せなけいこ”ワールドに浸ってみて下さい。 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久メ一の別荘「香雪園」（ph003522） 

 

香雪園は道内有数の呉服商となった岩船家により造成された和風・洋風織り交ぜた大規模で本格的な庭園です。13ha

を超える庭園は、純和風の園亭庭園区・渓流庭園区・西洋風の温室庭園区で構成されており、2001年に「名勝」の指

定を受け、「旧岩船氏庭園（香雪園）」の名で国指定文化財庭園となりました。秋には紅葉の名勝地としてたくさんの

人が訪れます。（参考：函館の文化財 ガイドブック） 

 

館
長
随
想
（
七
） 

秋
深
ま
り
、
紅
葉
を
楽
し
む
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
秋
の
夜
長
に
は
、
や
は
り
「
読
書
」
で
し
ょ

う
。
読
書
週
間
（
10
月
27
日
～
11
月
9
日
）
は
今
年
で
第
76
回
を
迎
え
ま
す
。
戦
後
ま
も
な
い
昭

和
22
年
に
始
ま
り
、
読
書
の
力
を
推
進
す
る
た
め
に
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
の
標
語
は
、「
こ

の
一
冊
に
、
あ
り
が
と
う
」。
私
の
生
き
た
半
世
紀
、
人
生
の
転
機
に
は
い
つ
も
本
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

昔
の
話
で
恐
縮
で
す
が
、
私
は
少
し
落
ち
着
か
な
い
子
ど
も
で
し
た
。
小
学
校
に
入
学
し
一
年
生

に
な
っ
て
担
任
の
先
生
は
い
つ
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
の
放
課
後
、
先
生
が
私
に
声
を
か

け
ま
し
た
。「
や
え
も
ん
の
こ
と
、
好
き
だ
っ
て
言
っ
て
た
よ
ね
。
お
手
紙
書
い
て
み
な
い
？
」
児

童
絵
本
の
『
き
か
ん
し
ゃ 

や
え
も
ん
』
を
読
ん
だ
感
想
を
先
生
は
覚
え
て
い
た
の
で
す
。
先
生
と

一
緒
に
原
稿
用
紙
に
書
い
て
い
き
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
車
で
あ
る
「
や
え
も
ん
」
は
田
舎
町
を
走
っ

て
い
ま
し
た
が
、
み
ん
な
に
か
ら
か
わ
れ
て
火
の
粉
を
吹
き
出
し
て
走
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

村
人
に
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す
が
、
貴
重
な
汽
車
だ
と
い
う
こ
と
で
博
物

館
に
収
め
ら
れ
、
余
生
を
過
ご
す
と
い
う
お
話
で
す
。
か
ら
か
わ
れ
た
や
え
も
ん
が
か
わ
い
そ
う
、

く
ず
鉄
に
な
ら
な
く
て
よ
か
っ
た
、
博
物
館
で
や
え
も
ん
に
乗
っ
て
み
た
い
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。 

 

先
生
は
こ
の
手
紙
を
函
館
市
学
校
図
書
館
研
究
会
の
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
し
て
く
だ

さ
り
、
入
賞
し
、
全
校
生
徒
の
前
で
手
紙
を
読
み
発
表
し
ま
し
た
。
学
年
を
超
え
て
み
ん
な
に
褒
め

ら
れ
、
と
て
も
嬉
し
く
て
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
に
な
り
、
落
ち
着
い
て
本
を
読
め
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
本
は
『
春
の
城
』『
雲
の
墓
標
』
を
書
い
た
作
家
阿
川 

弘
之
氏
が
書
い
た
有
名
な
児
童
書
で
す
。
お
嬢
さ
ん
で
エ
ッ
セ 

イ
ス
ト
の
阿
川
佐
和
子
さ
ん
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。 

昭
和
34
年
出
版
の
「
き
か
ん
し
ゃ
や
え
も
ん
」
は
、
ロ
ン
グ 

セ
ラ
ー
で
今
も
本
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
読
書
の
楽 

し
み
を
教
え
て
く
れ
た
担
任
の
先
生
と
こ
の
一
冊
に
、
「
あ
り
が 

と
う
」
。 

 



 


